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家庭や地域社会における人間関係の希薄化や情報通信機器等の普及に

よる直接的な会話の減少などが指摘される中，子どもたちが他者を思い

やるあたたかい気持ちをもつことや，望ましい人間関係を築くことなど

が難しくなったりすることなどの現状から，「豊かな心」をはぐくむこ

とは，喫緊な課題である。

子どもたちの「豊かな心」をはぐくむことの根幹として位置付けられ

ている道徳の時間において，自分の思いや気持ちを表出したり，話し合

うための基礎資料としたり，気持ちの変容を振り返ったりすることなど

を目的として書く活動を学習の場に設定することが多いが，十分に機能

しているとは言えない。

そこで，豊かな心の育成に繋がるような教育活動の在り方について，

書く活動に視点を当てた「道徳の時間」の指導法について研究を進めて

いくことにした。

その結果，書く活動を指導過程において適切に位置付けることによっ

て，「資料を基にしたねらいとする道徳的価値の追求」や「自己を振り

返ることによる道徳的価値の自覚」に迫ることができた。
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Ⅰ 問題の所在

今日の科学技術の進歩と経済の発展は，情報化

・国際化・価値観の多様化など，大きな社会の変

化をもたらしてきている。このような状況におい

て，子どもを取り巻く環境も大きく変化し，家庭

や地域社会における人間関係の希薄化や情報通信

機器等の普及による直接的な会話の減少などが指

摘されている。さらに，社会性や自己責任の観念

が十分にはぐくまれず，社会で守るべきルールが，

子どもにとっても必要なことであるという認識が

身に付いていなかったり，他者を思いやるあたた

かい気持ちをもつことや，望ましい人間関係を築

くことなどが難しくなったりしている。

このような現状の中，中央教育審議会答申（平

成17年10月26日）「新しい時代の義務教育を創造

する」第１章，「教育の目標を明確にして結果を

検証し質を保証する」において，「義務教育の目

的は，一人一人の国民の人格形成と，国家・社会

の形成者の育成の二点に集約することができ，こ

の両者の調和のとれた教育を実現することが必要

である。このため，学校では，子どもたちに「確

かな学力」として基礎的な知識・技能と思考力，

創造力などを育むとともに「豊かな心」，「健や

かな体」を培い，これらをバランスよく育成する

ことが求められる。」と述べている。

これらのことを鑑みるとき道徳教育は，「豊か

な心」をはぐくむために大きな役割を担っている

と考えられる。その中でも道徳の時間は，道徳の

時間以外における道徳教育と密接な関連を図りな

がら計画的，発展的に指導することによって，そ

れらを補充，深化，統合し，道徳的価値及び人間

としての生き方についての自覚を深め，道徳的実

践力を育成することを目指すものである。したが

って，道徳的価値の内面化を図る道徳の時間の指

導について改善・充実を図ることは，子どもたち

の「豊かな心」をはぐくむことの根幹に位置付け

られると考える。

しかしながら，各学校における道徳教育の現状

を見ると，優れた実践も見られる一方，目的やね

らいも曖昧なまま指導計画を立てたり，単に内容

項目を提示するにとどまるような指導を行ったり

するなど，課題点も少なくない。道徳的価値及び

人間としての生き方についての自覚を深め，道徳

的実践力を育成することを目指すためには，指導

の工夫や改善を図る必要があると考える。

その際，道徳的価値の内面化を図る道徳の時間

の指導について考えるとき，言葉の重要性につい

て考えることにしたい。

言葉を用いる手段としては，「書く」「話す」

などがあげられるが，「書く」ことについては，

自分の思いや気持ちを表出したり，話し合うため

の基礎資料としたり，気持ちの変容を振り返った

りすることなどを目的として学習の場を設定する

ことが多い。しかし，書く活動が学習の場面にお

いて十分機能しているとは言えない。

そこで，本研究は，道徳の時間の指導において，

書く活動に着目し，その改善・充実の方策を探る

こととする。

Ⅱ 研究の目的

子どもたちの「豊かな心」をはぐくむために，

道徳の時間の指導における書く活動に着目し，そ

のことに関する基礎的研究を行い，基礎的研究の

内容に基づいて小・中学校における実践を行い，

実践内容の分析・考察を通して，道徳の時間の指

導について改善・充実の方策を探る。

Ⅲ 研究の方法

１ 基礎的研究

道徳の時間における書く活動の意義，学習過程

での位置づけ，効果的な指導方法等を先行研究や

文献などから具体化する。
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２ 実践的研究

小学校１校，中学校１校の研究協力校において，

道徳の時間における書く活動に着目し，授業実践

を通して，具体的な方策の有効性について明らか

にする。

Ⅳ 研究の内容

１ 基礎的研究

(1) 「豊かな心をはぐくむ」とは

「豊かな心」をはぐくむための学校教育として

のアプローチは，学校教育活動全体を見据えて，

さまざまな角度から考えることができるが，その

中核となるのは道徳教育であり，その道徳教育の

要として，道徳の時間が設けられていると考える。

この道徳の時間は，道徳教育と密接な関連を図

りながら，計画的，発展的な指導によって深化，

補充，統合し，道徳的価値及び人間としての生き

方についての自覚を深め，道徳的実践力を育成す

ることをねらいとしている。

道徳の時間のねらいを達成するために，これま

で様々な指導の工夫がなされているが，その際，

自分の思いや気持ちを整理したり，表出させたり

するためにワークシートを利用することが多い。

ワークシートに自分の考えや思いを表出すること

は，道徳的価値に気付くうえで大変重要な役割を

果たすものと考える。しかし，記録に残すことに

のみに終始することが多く，道徳の時間のねらい

を達成するための効果的な活用が十分でない場合

が多く見られる。

そこで，本研究は，書く活動に視点を当てて，

「豊かな心」をはぐくむための指導の改善・充実

の方策を探ることとする。

(2) 学習指導要領解説における書く活動の位置付け

『小学校学習指導要領解説 道徳編』において，

「第４章第４節 ２ 心に響き心が動く指導法の

創意工夫」の中で，指導方法の工夫の例として指

導の場面ごとに次の７項目が示されている。

（１）学習への興味の喚起や動機付けの工夫

（２）資料の活用の工夫

（３）発問の工夫

（４）表現の工夫

（５）話合いの工夫

（６）説話の工夫

（７）道徳ノートの工夫 （下線筆者）

この中で書く活動に関連する記述があるのは，

「（４）表現の工夫」と「（７）道徳ノートの工

夫」である。

「（４）表現の工夫」では「学習シートを手紙

形式や漫画で吹き出し形式にして書く工夫」と記

してあり，「（７）道徳ノートの工夫」では，「児

童自らが考えを深めたり，友達や教師，保護者と

意見交換をしたり，今までの学習を振り返ってみ

たり，その都度気付いたことや調べたことなどに

ついてメモをとったりすることができる道徳ノー

トを活用することによって，児童の道徳学習を継

続的に深めていくことができる。」と記してある。

また，『中学校学習指導要領解説 道徳編』に

おいては，「第４章 第４節 １ 学習指導過程

の創意工夫」に次のように学習指導過程の各段階

を示し，多様な工夫の例が示されている。

（１）導入の工夫
（２）展開の工夫

ア 資料提示の工夫

イ 発問構成の工夫
ウ 生徒が主体的に人間としての生き
方を追求し，思考を深める工夫

（３）終末の工夫 （下線筆者）

この中で書く活動に関連する記述があるのは，

「（２）展開の工夫 ウ 生徒が主体的に人間と

しての生き方を追求し，思考を深める工夫」と

「（３）終末の工夫」である。

「（２）展開の工夫 ウ 生徒が主体的に人間

としての生き方を追求し，思考を深める工夫」で
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は「自分の考えをまとめて書く活動など，授業形

態に工夫を加え，生徒が生き生きと活動し，主体

的に考えを深めることができるようにすることが，

道徳の時間の指導効果を高めることにつなが

る。」と記してあり，「（３）終末の工夫」では，

「一般的には，生徒の感想を発表させたり書く活

動を取り入れたり，教師が説話をしたり，補助的

な資料を提示したりして生徒の考えを整理するこ

となどが考えられる。」と記してある。

ここに示したように，道徳の時間における書く

活動は，道徳の時間のねらいを達成する手段とし

て効果的に活用できる一つの方法であるが，実際

に，各学校での道徳の時間の実践を見ると，書く

活動の意義や，指導過程における位置付けが明確

でないまま指導を行ったり，児童生徒に書かせた

ものが活用されないままになってしまったりする

など，児童生徒の思いが十分披瀝できない状況も

見られ，指導の工夫改善を図る必要がある。

(3) 道徳の時間のねらいと指導法の工夫

道徳の時間の目標は，学校の教育活動全体を通

して行う道徳教育の目標をそのまま受け継いでい

る。前述したように，道徳の時間は，道徳教育と

密接な関連を図りながら，計画的，発展的な指導

によって，それらを補充，深化，統合し，道徳的

価値の自覚を深め，道徳的実践力を育成すること

をねらいとしている。

品川利枝は『中学校 道徳授業の新機軸』で次

のように整理している。

① 状況把握と状況分析

問題に直面した時，個々が現状を認識する能力が培われていれば，より道徳的な判断のもとで問

題解決ができると思われる。道徳の時間の中でも，資料をもとに，その中で起こっている場面・事

柄の状況を把握したり，状況を分析したりすることが必要である。

② 自己内対話

道徳の時間における内的な活動の中心は「自己内対話」である。具体的な場面で価値判断や価値

選択を迫られるとき，自分の価値判断や価値選択が妥当かどうか見直すとき，自分の価値判断や価

値選択が社会や友達とどのような関係にあるか比較検討するときなどにおいて，自己内対話が始ま

ると考える。道徳の時間においては自己内対話を意図的に引き出す場の工夫が必要である。

③ 社会的相互作用

自他の内容を比較しながら，自分の見方や考え方を見直すときに，時間的な経過の中で，漠然と

ではあるが一定の見方や考え方が学習者たちによってつくり出される。学習者は知らず知らずのう

ちに，この全体的なコンセンサスを読み取り，それを自分の中に取り入れていく。このように，学

習者に大きな影響を与えるものとして，学びあう仲間との相互作用が必要である。

（参考：中学校 道徳授業の新機軸 品川利枝著）

そこで，道徳の時間のねらいを達成するために，

①状況把握と状況分析，②自己内対話，③社会的

相互作用の三つの視点に基づき，書く活動の工夫

改善を図ることで，道徳的実践力の育成を目指し

ていきたい。

品川の述べている三つの視点である状況把握と

状況分析，自己内対話，社会的相互作用の考え方

を，道徳的価値と学習活動との関連で整理してみ

ると，次のようにまとめることができる。
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① 道徳的価値との関連

・ 書く活動によって，道徳的価値に係る文脈(コンテクスト)や子どもが大切にしようとしている道

徳的価値が言語を通して，多様な形で表出される。 【状況把握と状況分析】

・ 書く活動を通して，自分の見方や考え方を再構成することができる。 【自己内対話】

・ 書く活動に基づいた他者との対話により，道徳的価値に係る見方・考えについて新たに気付いた

り，深めたりすることができる。 【社会的相互作用】

② 学習活動との関連

・ 子ども自身がもっている道徳的価値観の顕在化として書く活動を設定する。【状況把握と状況分析】

・ 顕在化させた道徳的価値観の再構成として書く活動を設定する。【自己内対話】

・ 再構成した道徳的価値観の客観化として書く活動を設定する。【社会的相互作用】

また，深山かつ子は『小学校 実践力を育てる

道徳授業』の中で，道徳の指導における書く活動

の意義を，児童生徒の立場，教師の立場の二つの

視点から整理し，効果的な指導法を探っている。

その中で，書くことを指導に生かすことができる

かどうかについては，教師の発問に依るところが

大きいと述べている。また，１単位時間のどの場

面において，どのような発問から書く活動を取り

入れるか，十分に検討し，計画する必要があると

述べている。また，板書計画と書く活動の関係性

についても触れており，文書，あるいは記号や絵

などで表現させる時間と板書する時間を配慮する

必要性について述べている。

併せて，児童，教師それぞれの立場における書

く活動の意義については，次のようにまとめてい

る。

書く活動の意義

児童の立場から

① 自分を見つめ直す機会を持つ

話し合いながらも自分の経験を思い出し，自分を振り返ることはできるが，発言の苦手な児

童や聞き手になりやすい児童が書くことによって「自分がもしその立場だったらはどうするだ

ろうか」など，自分をある程度客観的にとらえて考えることができる。

② 自分の考えや態度をはっきりさせることができる

漫然とした考え方や態度のままでは，授業のねらいを達成することはできない。授業のねら

いを達成するためには，自分の考えはどうなのか，どう表現することが的確なのかなど，自分

の考えを整理することが必要になるが，書くことで可能になると考える。また，書くことによ

って意志決定や積極的な発言にもつながり，安心して話し合いに参加できることにもなる。さ

らに友達や資料の中の人物などと考え方や態度を比較することが可能になる。

③ 自分の内面をのぞかせ，ホンネを出すことができる

言葉で表現しにくいことも書くことで表現できることもあり，自我を解放することになる。

④ 自分の考え方の変化や成長のあとを振り返る

同じ価値や関連する価値に対する自分の考え方が，半年前，三ヶ月前とどう変わったか，そ

れはなぜかを考える手がかりになる。
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教師の立場から

① 一人一人の児童の経験や考え方にふれ，個別的な指導につなげることができる

話し合いの段階では児童自身が学習内容を理解し，自分の意志決定ができたかに見えた児童

の心情面での不安や葛藤などを書く活動をとおして発見することができたり，考え方の深浅を

とらえたりすることができる。また，ノートに朱書きすることで個別的な助言を与えることに

繋がる。特に，発言の少ない者に対して有効である。

② 話し合いが中心になりやすい授業に変化を与えるとともに，発言に主体性を持たせることが

できる

よく発言する数名の児童が主体となる授業では，発言しない児童の中には，自分としての意

見や考えをもたないままで授業を終わる場合も少なくない。

そうした授業にならないようにするために，児童が個々に自分なりに考え感想なり関心なり

を書くことで発言に主体性が出てくると考える。机間指導を行いながら書いている内容を確認

し，励ましたり助言したりすることを通して，次の話し合いの時に児童が積極的に発言できる

ようにすることも大切である。

（参考：小学校 『実践力を育てる道徳授業』 深山かつ子著）

深山の述べている教師の立場における書く活動

の考え方に基づき，個に応じた指導，個を生か

す指導，評価の観点の明確化の三つの視点で整

理すると，次のようなまとめ方が考えられる。

・ 一人一人の子どもの思いや考え方を把握し，個別的な指導につなぐことができる。

→個に応じた指導

・ 発言力を持った子どもを中心とした話し合いになりやすい授業に変化を与え，多様な

子どもの思いや考えを取り上げることができる。→個を生かす指導

・ ねらいにせまる書く活動を指導過程の中に適宜組み入れることにより，道徳の時間に

おける評価の活動を充実させることができる。→評価の観点の明確化

書く活動を中心にした道徳の時間は，「自己内対

話」を繰り返しながら，自分の中の道徳的価値

を「顕在化」し，「状況把握と状況分析」をする

ことを通して友だちとの「社会的相互作用」を

基にして自分の中の道徳的価値を変容させ，自

らの価値意識を補充し，深化し，統合していく

時間であると考える。

書く活動を中心にした道徳の授業を行う際，

指導過程の中で，書く活動をどのように位置付

けるか検討する必要がある。そこで，指導過程

における学習の価値付けについて考えてみたい。

道徳的価値の自覚を深め，道徳的実践力の育

成をめざして，瀬戸真は，指導過程の各段階に

おける学習の価値付けについて，図１のように

導入部分，展開部分，終末部分における道徳的

価値に関する基本的な考え方をモデル化するこ

とで，道徳的な価値の位置付けについて示して

いる。
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導入････自分を見つめ直すことが中心であり，自分の生活上の一定の問題に気付かせるの

ではなく，ねらいとする価値へ方向付けるための場の設定

展開････価値観を補充し，深化し，統合するための場の設定

（価値を追求・把握するための資料の吟味）

・ねらいとする価値に児童生徒が効果的に気付き，深めることができる

・多様な考え方，感じ方等を引き出すことができる

・正しい判断力，とぎ澄まされたしかも豊かな感情を引き出すことができる

終末････価値の継続に向けた場の設定

（参考：『道徳性の育成を目指す授業実践の改革』 瀬戸 真 編著）

図１ 指導過程における道徳的価値の位置付け

価値 資料 高められた価値 主体的自覚

指導の流れ

導入 展開 終末

価値 資料 高められた価値 主体的自覚

指導の流れ

価値 資料 高められた価値 主体的自覚

指導の流れ

導入 展開 終末

瀬戸真の述べている『道徳性の育成を目指す

授業実践の改革』の考え方に，書く活動を効果

的に取り入れ，道徳の時間のねらいを達成する

ためには，指導過程のどの段階で，どのような

ことを意図して，どのように書かせるかといっ

たことが重要である。

長崎県教育センターの「さあ，道徳の授業を

はじめよう！～道徳授業の基本と心にひびく工

夫～」では，道徳の時間における基本的な指導

過程を図２のように示している。ここで示され

ている各段階における具体的な学習活動の中に，

書く活動をどのように取り入れ，ねらいにせま

るための発問の工夫，ワークシートの活用等を

どのように計画していくのかを工夫することが

必要となってくる。

指導過程を考えていく際，各段階の内容を固

定化したり形式化したりすることなく，それぞ

れの学級の実態，指導の内容や意図，資料の特

質，他の教育活動との関連に応じて弾力的に扱

うなどの工夫をすることが大切であると考える。
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導 入 ねらいとする道徳的価値への方向付け

・これまでの経験を想起する。
・問題場面を把握する。

展開前段 資料を基にした，ねらいとする道徳的価値の追求
（共通の資料を使って共通の場で考える）

・主人公の行為とその動機，心情に迫る。
・多様な価値観（感じ方・考え方）を引き出す。
・自分なりの道徳的価値観を深める。

展開後段 自分自身の問題として考える段階
（資料の場面から，現実の自分へ目を向ける）

・自分なりの道徳的価値観を深めることを通して，今までの自分を振り返る。
・人間としての在り方を吟味し，生き方を自覚する。

終 末 ねらいとする道徳価値の整理・まとめ

・ねらいとする道徳的価値についてまとめる。
・余韻を残す。（→道徳的価値への関心の持続）

※実践化(行為)への意欲付けを急ぐ指導，決意表明を強いるようなことは避ける。

＊長崎県教育センター「さあ，道徳の授業をはじめよう！～道徳授業の基本と心にひびく工夫～」

（平成16年３月）より引用

図２ 道徳の時間における基本的な指導過程

(4) 道徳の時間に書く活動を取り入れることの

授業仮説

これまでの基礎的研究に基づき，次のような

仮説を設定した。

指導過程に即して，書く活動に着目し，

指導方法等の工夫・改善を図ることによっ

て，児童生徒一人一人が道徳的価値及び人

間としての生き方について気付いたり自覚

をより一層深めたりすることができるので

はないか。

(5) 道徳の時間の指導過程と書く活動の位置付け

設定した仮説に基づき，指導過程における書

く活動を，以下のように位置付けることとした。

１ 導入段階

これまでの経験を想起したり，問題場面を把

握したり，学習に対する関心や興味をもたせた

り，めあてを自覚させたりすることができるよ

うに書く活動を取り入れる。

２ 展開段階

主人公の言動やものの考え方，行動等につい

て自分の考えや思いを明らかにしたり，話し合

い，討論における賛否や自分の意見，気付き等

から自分なりの道徳的価値観を深めたりするな

ど多様な価値観（感じ方・考え方）を引き出す

ことができるように書く活動を取り入れる。
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３ 終末段階

ねらいとする道徳的価値についてまとめたり，

授業を振り返って学んだことや自分の経験や反

省，授業で自覚した人間としての生き方を考え

たりすることができるように書く活動を取り入

れる（図３）。

図３で示すモデルは，一つの事例であり，固

定化・形式化したものではない。したがって，

学級の実態，指導の内容や意図，資料の特質，

他の教育活動との関連に応じて弾力的に考えて

いく必要があるが，本研究ではこのモデルに基

づいて実践し，道徳的価値の自覚を深め，道徳

的実践力の育成に照らし合わせて実践事例の分

析・考察を行うこととする。

指 導 の 流 れ 授業後

導 展 開 終

入 前 段 後 段 末

資料を基にした，ねらい 自分自身の問題として考
とする道徳的価値の追求 える段階

価値の共有化を図り， 自分なりの道徳的価値観
自分なりの道徳的価値 を深めることを通して今
観を深める。 までの自分を振り返る

①② ③④⑤ ⑥

指導過程の各段階における書く活動のねらい

① これまでの経験を想起したり，問題場面を把握したりする。

② 学習に対する関心や興味をもたせたり，めあてを自覚させたりする。

③ 主人公の言動やものの考え方や行動についての自分の考えや思いを明らかにする。

④ 教師の発問や課題に対する自分の考えや思いをもち，自分なりの道徳的価値観を深める。

⑤ 話し合い，討論における賛否や自分の意見，気付いたこと，考えたことなど多様な価値

観（感じ方・考え方）を引き出す。

⑥ ねらいとする道徳的価値についてまとめたり，授業を振り返って学んだことや自分の経

験や反省，授業で自覚した人間としての生き方を考えたりする。

図３ 道徳の時間における指導過程と書く活動の位置付け
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２ 実践的研究

(1) 実践事例１ －小学校（第５学年）－

ここでは，書く活動に視点を当てたＡ小学

校の道徳の時間の実践に基づいて，効果的な

学習方法について分析・考察をしてみたい。

Ａ小学校では，道徳の時間の指導過程に書く

活動を位置付けて書く活動を工夫したり，他

の学習活動との関連を図ったりするなど，道

徳の時間の充実に向けて取り組んでいる。

そこで，まずＡ小学校における道徳の時間

にかかわる構想図（図４）を示すこととする。

図４ 道徳の時間にかかわる構想図

Ａ

Ａ小学校では，「かがやき，ひびきあい共に

生きる子どもを育てる道徳教育」という研究

主題を設定し，三つの視点をもとにして具体

的な指導法の工夫改善を考え，実践している。

まず，一つ目の視点は，指導過程の工夫と

して，かかわりや交流を深めるための書く活

動の活用場面の設定と時間の確保を行ってい

る。二つ目の視点は，教師の働きかけの工夫

として，書く活動を基に話し合い活動におい

て有効に機能するための発言指導を三つの観
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点から指導している。三つ目の視点では，学

習展開の工夫として道徳の時間と関連させた

学習において，子どもの意識の流れを関連さ

せた書く活動を取り入れている。それぞれの

指導の工夫の中で，「書く」ということが基盤

として位置付けられており，「書く」というこ

とに重点をおいて指導している。

書く活動において重要な役割を果たすのが

ワークシートの作成であるが，ワークシート

の活用については，道徳の時間の学習過程に

おいて，役割演技や動作化などダイナミック

に活動する場とともに，じっくりと主人公の

心情を考えたり，静かに自己を振り返り自問

する場が必要である。静かながらもその躍動

する内面は，書くことによってより鮮明なも

のになると考える。

ワークシートはこの内面の営みを助長し，

子どもの課題追求や課題解決を支援するため

の学習の筋道が明確に示され，自力解決を支

援するためのガイダンスとして期待されるも

のである。また，道徳の時間で学んだことや

自己の見つめ直し等について書き留めておく

働きもある。事前や事後の学習を含めた活用，

あるいは，特定の道徳的価値にとらわれず，

トータルに自己を見つめ直すことができるよ

うなワークシートの工夫が必要である。

ワークシートは，ねらいや活用方法等によ

ってシートに記載する項目やレイアウト等の

工夫が必要になるが，次のようなワークシー

トが考えられる（表１）。

表１ ワークシートの形式とポイント

①吹き出し型のワークシート

特に中心発問における主人公の内言を語らせる際に有効である。学習シートの形式を用意してお

き，副読本の挿絵から中心場面における主人公の顔絵をつけて，印刷する方法が最も手軽である。

資料によっては，顔の表情を出さず，シルエットを用いることがあってもよい。

②手紙形式のワークシート

主人公への手紙を記すことも多くみかけるが，資料の世界に終始しないよう配慮する必要がある。

本時の学習を通して学んだこと，自己の課題となったことなどを保護者や友だち，先生に伝え，そ

の返事を書きあっていくというような鉛筆対談的な交流形式も有効である。

③総合的なワークシート

例えば，尊敬・感謝を主題とした授業で事前に「地域で見つけたありがたい人」について調べ記

していくためのワークシートを用意したり，事後には，その人たちに感謝の思いを表していく計画

を学級活動で立てていくためのワークシートを用いるなど，他の教育活動との関連や一連の道徳学

習の過程の中で見通していくことも大切である。

（押谷由夫・宮川八岐編『〈重要用語 300の基礎知識 12巻〉道徳・特別活動重要用語 300の基礎知識』）より引用
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次に，実際の授業において，書く活動を指

導過程にどのように位置付け，どのように工

夫し，どのような学習活動と関連付けたかに

ついて述べてみたい。

まず，書く活動を指導過程にどう位置付け，

どのように工夫したかということであるが，

ここでは，第５学年学習指導案「牛乳配り」

を１つの事例として示す。

ア 指導過程における書く活動の位置付け

ここで示す事例は，基礎的研究の図３で示

した「道徳の時間における指導過程と書く活

動の位置付け」の③の部分である。図５は，

第５学年学習指導案「牛乳配り」であるが，

Ａ小学校では，展開段階（ひびきあいの活動）

に，書く活動と，書く活動に基づく話し合い

の場を設定した。

図５ 第５学年学習指導案「牛乳配り」
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イ 書く活動の工夫

ここでは，書く活動における具体的な事例

と，書く活動に基づく話し合いの場の効果に

ついて示す。

(ｱ) 書く活動について

主人公の立場に立って状況把握し，主人公

が牛乳を配っているおばあさんからの手紙を

読んだときの思いや考えを表出することを通

して，自分の思いを披瀝できるようにすると

ともに，話し合いの場において，友だちの思

いや考えを聞くことによって多様な考えに出

会ったり，他者と自分の考えを比較したりす

ることをねらいとして，ワークシート（図６）

を用意した。

さらに，学習を通して自己の振り返りがで

きるように，ワークシートの裏面に，①自分

の考えをはっきりと発表できたか，②友だち

の考えをしっかり聞き，考えることができた

か，といった２点について評価する項目を用

意した。

図６ ワークシート

図７は，Ａ児のワークシートである。

図７ ワークシート（A児）

主人公がおばあさんから手紙をもらった際

のうれしかった気持ちや苦労が報われた気持

ち，これからもがんばろうとする気持ちなど

を，主人公の置かれている状況や背景から推

測し，理由をきちんと示しながら書き表して

いる。
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図８は，Ｂ児のワークシートである。

図８ ワークシート（Ｂ児）

文末に，「こんなやさしい人を見てみたい」

と表現しているように，Ｂ児自身の気持ちを

主人公の気持ちと重ね合わせて想像し，表現

している。

このように，自分の思いを自由に表出する

ことができるようなワークシートを用意する

ことで，主人公の気持ちを理解したり，自分

自身の言動と重ね合わせたりすることを可能

にするとともに，話し合い活動に向けて自分

の考えを整理することに役立てることができ

る。

留意事項としては次のようなことが考えられ

る。

・ 書くことを苦手とする児童には，そ

の子なりの表現方法を認め，どのよう

なことを書こうとしているか個別に聞

くことが必要である。

・ 書くということについては個人差が

あるので，量的にも質的にも達成目標

については配慮する必要がある。あく

までも自己の思いが明確なものとして

表現していることを評価することが大

切である。

(ｲ) 話し合いの場への効果について

主人公の立場に立ち，自分の思いや考えを

披瀝することができるように書く活動を取り

入れた結果，話し合いの場における成果とし

て，次のことが挙げられる。

○ 自分の考えや態度をはっきりさせることができた。

児童は，話し合う前に考える時間が保障さ

れたことにより，自分なりの思いや態度を明

確に意識して話し合いに参加することができ

た。

○ 発言への安心感を持たせることができた。

教師が机間指導を行い，ワークシートに書

いている内容を見て，励ましたり助言したり

したことも要因のひとつとして考えられるが，

発言を苦手とする児童に対して，書いたもの

を読みながら発言してもよいことを助言した

ことで，発言することへの不安感を取り除く

ことができた。

また，発言の苦手な児童は，話し合う経験

を重ねるごとに次第にワークシートから視線

を離して，その時の自分の言葉で表現できる

ようになった。
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○ 新しい考えを引き出すことができた。

友だちの意見を聞きながら，ワークシート

を見て自分の記述と比べたり，学習したこと

や生活で体験したことを思い出し，ワークシ

ートに記述をしていない内容まで発言したり

する場面が見られた。

(ｳ) 学習活動との関連付けについて

学習展開の工夫であるが，「牛乳配り」とい

う道徳の時間を中核として，各教科や総合的

な時間の学習などと関連付け，書く活動を取

り入た「総合単元ノート」として生かし，子

どもの意識の流れが確認できるようにした。

この学習を次のように構成している（図９）。

図９ 道徳の時間と他の学習との関連構想図

「総合単元ノート」とは，「指導の各過程で，

書くことによって児童一人一人に自分の考え

を明確にさせ，自分を深く見つめさせるため

のノート」のことである（図 10）。

書くという作業は，考えるという働きを伴

うものであり，児童は書くことによって思考

を働かせ，自分の考えを整理したり，明確に

したりする。そのために，指導の各過程で活

用することが効果的であると考える。

形式については，単純で，自由に書けるよ

うにしているものがよいと考える。ノートで

はなく用紙を印刷し，「主人公の行動について

どう思うか」「自分を振り返って」「この授業

で学んだこと」など，書く視点を明確にして

配布する方法も考えられる。つまり，形式に

こだわらず，子どもたちが書きやすく，負担

にならないということがポイントである。こ

のような書く活動を取り入れて記録していく

ことで，自己の内面はより鮮明なものとなる。

「総合単元ノート」は，この内面の営みを
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助長し，児童の道徳的価値の自覚を深めるた

めのガイダンスとして期待できる。道徳の時

間で学んだことや自己について見つめたこと

を書き留めておく働きもあるが，道徳学習の

一環として，事前や事後学習を含めての活用

や，特定の道徳的価値にとらわれず，トータ

ルに自己を見つめ生かしていくことができ，

書く活動を充実させる方法の一つと考える。

「総合単元ノート」の効果としては，児童

にとって，その時点での考えが文字として残

り，自己の考えを振り返ったり，これまでの

生活を見つめ直したりすることが可能になり，

自分の成長の足跡になると考える。また，教

師にとって，児童一人一人の考えを捉えたり，

次時の指導の視点に生かしたりすることがで

きる。また，児童一人一人に応じたコメント

を書き込むことで，個別支援や学習の評価に

生かすことができると考える。

図10 「総合単元ノート」
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(ｴ) 学校全体としての取組として

Ａ小学校では，児童，保護者等，子どもた

ちの生活にかかわる方々に対して道徳の時間

に関する児童の学習状況などについての情報

提供として，定期的に通信「どうとく」を発

行し紹介している（図 11）。全学年，学級の

取組の状況がわかるように，紙面の工夫をし

ている。

また，通信に書かれている内容は，情報提

供ということだけでなく，学校全体としての

取組を児童一人一人が自覚するために学習教

材としても活用している。

図11 通信「どうとく」
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(ｵ) 成果と課題

Ａ小学校では，全児童を対象

として７月と 12 月に，道徳の

時間についてのアンケートを実

施している。その中で，「道徳

の時間は自分にとってためにな

りますか」という項目と，「道

徳の時間は楽しいですか」とい

う項目について，第５学年の児

童の結果は右図のとおりであっ 図12 アンケート結果①

た（図 12，図 13）。

成果としては，二つのアンケ

ート項目とも，７月に比べて 12

月の結果は「ためになる」と

回答した児童が増えている。

「ためになる」理由として，

児童は次のようにワークシー

トに書いている。

図13 アンケート結果②

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

１２月

道徳の時間は自分にとってためになりますか

とてもためになる だいたいためになる あまりためにならない ためにならない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７月

１２月

道徳の時間は楽しいですか

とてもためになる だいたいためになる あまりためにならない ためにならない

N=70

N=70

「ためになる」と答えた理由（一部抜粋）

・ 友だちの大切さや動物の命の大切さがわかるから。

・ いろいろな意見を聞いて自分の意見と比べ，発表す

ることができるようになった。

・ 自分の気持ちを伝えることは苦手だけれど，人の思

っていることを参考にして少しずつ，自分の意見を言

えるようになってきた。

・ 人の気持ちを考えるようになるし，自分たちに欠け

ているところを見つけたりすることができるから。

・ 前は，発表が恥ずかしかったけれどプリントに書く

ことで今は発表できるようになってきた。

・ 自分の思いを書いたり，発表したりすることが楽し

い。

指導過程の工夫，教師の働きかけの工夫，

学習展開の工夫の三つの視点に基づき，学習

を展開した結果，児童は，自分の考えを述べ

たり，友だちの意見を聞いて自分の考えと比

べたりするなど，お互いの気持ちを大切にし，

かかわり合いながら学習を進めることができ

るようになったと考える。また，アンダーラ

インで示しているように，書くことが学習へ

の自信に繋がったり，自分の思いを書くこと

を通して，表出することに喜びを感じたりし

ていることなどは，指導過程に「書く活動」

を位置付け，指導を展開した成果であると考

える。

「ためにならない」と回答した児童は，そ

の理由として，次のようにワークシートに書

いている。

「ためにならない」と答えた理由（一部抜粋）

・ もう少し考える時間がほしい。

・ 自分ならどうするということを書かないといけない

から。

児童の理由にもあるように，書く時間を指

導計画の中で適切に設定することや，書くこ

とに対して抵抗がある児童への個別指導を行

うことが今後の課題である。
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(2) 実践事例２ －中学校（第１学年）－

Ｂ中学校における実践事例をもとに，書く

活動に視点を当てた指導法の改善・充実につ

いて，考察を加えてみたい。

ア 研究推進計画

Ｂ中学校では，まず豊かな心をはぐくむた

めには，その基盤として生徒同士の好ましい

人間関係や教師との信頼関係が確立し，学級

の雰囲気が温かく，子どもたちが安心して自

分の力を発揮できる場が必要であると考えて

いる。

生徒が感化され，影響を強く受ける社会全

体のモラルの低下は指摘するまでもなく，道

徳性の基盤としての生徒同士のかかわり，す

なわち人間関係の希薄さゆえに，他人に対す

る思いやりに欠ける言動や，専ら個人の利害

損得を優先させたり，他者へ責任転嫁したり

する諸行為が学校教育に大きな陰を落として

いることは見逃すことはできない。また，そ

うした事情は，決して中学校だけの課題とは

いえない。

心身ともに発達の著しい中学生段階におけ

る道徳性の発達は，その後の発達の基礎とな

るという意味では大きな可能性を秘めている

が，それは，自己の探求や理想の追求に向け

てのさまざまな葛藤や経験，人間関係の広が

りと親密化の中で，激しい揺れを経験しなが

ら自己を確立していく時期でもある。こうし

た時期には，親や教師に対して反発したり，

批判的になったりすることがある。また，仲

間集団の言葉や評価を敏感に感じ，他者への

認識やかかわり方が生徒個々の自己概念へ影

響を及ぼし，自己嫌悪や自尊感情の高揚だけ

ではなく，時には自己を見失ったり，自己の

殻に閉じこもったりすることも見られる。

そこで，Ｂ中学校では「他者とのかかわり

を深め，思いやりの心を持つ生徒の育成」を

研究主題に，「コミュニケーション活動を基

盤とした道徳教育の展開を通して」を副題に

掲げ，道徳教育の充実を目指す実践研究を進

めてきた(図14)。

図14 Ｂ中学校道徳教育研究推進計画

Ｂ
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コミュニケーション活動において，少なく

とも①自己理解，②他者理解，③相互作用に

よる自己変容・自己表出の場を設定すること

によって，他者とのかかわりを深めるための

コミュニケーション活動を基盤として，道徳

の時間をそのねらいに即して活性化させよう

とする視点を見て取ることができる。

具体的には，「自分の意見を表現する活

動」，「他者とかかわり合う活動」，「自己

を振り返る」活動等の場面を設定しており，

道徳の時間の指導過程に即して，自己内対話

や社会的相互作用を促そうとする意図が見受

けられる。

また，学校全体の組織的な取組の手だてと

して，ティーム・ティーチングによる指導を

挙げることができる。これは，教師同士によ

る協働的な授業づくり，教師と生徒との双方

向的な授業の推進，教師による生徒の道徳性

に係る評価（見取り）とその指導など，教師

と生徒，生徒と生徒間におけるコミュニケー

ション活動の様相を多元化し，組織化する契

機を与えるものとなっている。

イ 具体的な指導及び内容

道徳の時間の指導にあたって，表２のよう

な具体的な手だてを講じている。

表２ 具体的な指導法の工夫・内容
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主だったものを表に示しているが，「ネー

ムプレート」や「意思表示カード」等は，中

学生の発達段階を踏まえ，資料から自己の思

いや考えをクラスのなかで素直に表出する手

だてとして捉えることができる。また，ロー

ルプレイ・ディベートに代表される動作化，

役割演技等の生徒の活動をコミュニケーショ

ンを深める手だてとして指導過程の中に明確

に位置付けようとしている。

このような生徒の活動について，『中学校

学習指導要領（平成10年12月）解説－道徳編

－』（平成11年9月，文部省）においては，

「指導方法の創意工夫」の項で，「動作化，

役割演技等の生徒の活動」として，次のよう

な記述が見られる（表３）。

表３ 具体的な指導法の工夫

(5)動作化，役割演技等の生徒の活動

道徳の時間に動作化や役割演技，コミュニケーションを深める活動などを取り入れるこ

とは，生徒の感性を磨いたり，臨場感を高めたりするとともに，表現活動を通して自分自

身の問題として深くかかわり，ねらいの根底にある道徳的価値についての共感的な理解を

深め，主体的に道徳的実践力を身に付けることができる。

指導に当たっては，生徒が伸び伸びと表現できるよう配慮するとともに，日常の指導の

中で表現活動に慣れさせることや自由に表現できる学級の雰囲気をつくることが大切であ

る。また，これらの活動が単に興味本位に流れることにならないようにするため，活動を

取り入れる目的やねらい達成の見通しをもち，場面設定をしっかりしておくことなどに配

慮することが大切である（下線筆者）。

上記の事項を配慮しつつ，道徳の時間にお

いて動作化や役割演技等を効果的に取り入れ

ることができれば，「ねらいの根底にある道

徳的価値についての共感的な理解を深め，主

体的に道徳的実践力を身に付けること」がで

きると考える。

ウ ロールプレイ・ディベートを取り入れ

た授業の工夫

ここでは，Ｂ中学校第１学年で取り入れた

ロールプレイ・ディベートについて，そのね

らいと手法，及び道徳の時間における留意点

等について考えてみたい。

(ｱ) 基本的な考え方

ディスカッション（討論）が，主に合意形

成をしたり，考えを一致させたりするために

行うものであるのに対して，ディベートは，

或る論争点に関して相反する立場に立ち，他

の立場より正しい，あるいは優勢であること

を相手や第三者に認めさせて，説得すること

を目的としている。

しかし，一方でそのような手法を通して勝

ち負けにこだわってしまうと，言い逃れや詭

弁の術として否定的な側面が強調される場合

もある。そのような意味からも，道徳の時間

にディベートを取り入れる際は慎重を期する

と同時に，より柔軟に考える必要がある。

(ｲ) ねらい

とりわけ，ある立場からその役割を演じつ

つ論争に挑むロールプレイ・デイベートには，

以下のようなねらいがあるとされる。

・ 自他の考えの相違点を知る。

・ 相手が自分をどのように思っているか，

あるいは理解しようとしているか知る。

・ 情報収集の必要性や重要性を認識する。
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自己の考えを相手に伝えようとする視点や

他者の考えを理解しようとする視点について

理解を図ることからすれば，道徳の時間にお

いても活用する意義は認められる。つまり，

Ｂ中学校がねらっている「思いやりの心を持

つ生徒の育成」にも大いに寄与する可能性を

含んでいるのである。

具体的な手順については，次のような方法

が考えられる（図15）。

手 順

具体的な手順としては，以下の流れが考えられる。

第１ステージ：賛成派と反対派に分かれてディベート

※ 司会役を設定，配役は適宜設定。

※ 各ステージの前や途中で適宜作戦会議等を開くなど，方法はスタッフの裁量で

行う。

※ 各ステージでの実質のディベート時間を必要に応じて確保する。

※ 司会者は司会進行だけでなく，様々な意見が出るよう配慮する。

※ 教師はディベートの総時間の半ばで，そろそろステージを変えるようにアナウ

ンスするが，機械的に行うのではなく，議論の流れを尊重し，臨機応変に進行す

る。

※ 両ステージとも，早めに終了した場合は，班ごとのふりかえりに時間を割く。

※ 配役名札をつける。

※ 第１ステージ終了後，裏返して第２ステージを実施

第２ステージ：第１ステージとは逆の派になってディベート

ロールプレイ・ディベートの流れ

問題抽出 比較考量 問題整理

アクションへ 判 断

図15 ロールプレイ・ディベートの手順例

(ｳ) 留意点

上記で示したねらいや手順を踏まえつつ，

ロールプレイ・ディベートを道徳の時間に取

り入れる際の留意点を挙げておこう。

① 相手を言い負かすというディベートの一

面が強調されないようにする。

② 感情論ではなく，自らの体験や事実を根

拠として立論や反駁ができるようにする。

③ 物事を多面的に理解すること，集団思考

の技法を学ぶなど，ディベートのよさを生

かす。

④ 論題の選び方，ルールなど，様々な制約

条件を付することに留意する。

⑤ 道徳の時間では，形式的立場を解除し，

他者の声に耳を傾け，自分の意見を確認す

るとともに，各自が自分を見つめることが

できるようにする。
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(ｴ) 振り返りの視点

ロールプレイ・ディベートの振り返りにつ

いての視点を示すと，以下のようになる。

① 役づくりはうまくいったか
② 説得的な説明ができたか
③ 多面的に思考できたか
④ 臨機応変に判断できたか

⑤ 問題認識は深まったか

(ｵ) 書く活動とのかかわりについて

先に述べたような諸点を踏まえたとき，道

徳の時間の指導にあたっては，ロールプレイ

・ディベートを行って個々の道徳的行為や日

常生活の問題処理に終わるのではなく，生徒

が道徳的価値を内面的に自覚できるよう指導

方法の工夫に努めなければならない。そこに

書く活動の位置付けがある。つまり，ロール

プレイ・ディベート等の生徒の活動と道徳の

時間のねらいとを取り結ぶのが，書く活動で

あるということができると考える。

それでは，Ｂ中学校における具体的に道徳

の時間の取組について二つの実践事例をもと

に分析・考察したい。

(ｶ) 道徳の時間の概要と分析・考察①

ここでは，集団生活の向上に向けて自らの

役割と責任を果たそうとする態度を育てるこ

とをねらいとしている資料「選手に選ばれ

て」を朗読したあと，次のような手順で展開

における指導過程が構想されている（図16）。

図16 第１学年学習指導案「選手に選ばれて」



- 67 -

指導の工夫として，次のようなことに留意

して授業を行った。

① 自分の立場とその理由をワークシート

へ記入

② ネームプレートによる自己の立場の表

明

③ Ａ君とみんなの立場に分かれてロール

プレイ・ディベート(後，役割の交代)

④ 討論を終えての感想とどのような価値

を重んじるかについてワークシートへ記

入

ここでは，ロールプレイ・ディベートを挟

み，ワークシートへの記入が二度行われてい

る。最初は，自己の思いや考えを，そして最

後は他者との討論後の自己の変容について書

く活動を取り入れた。資料との出会い，体験

活動との出会いを通して，書くことへの必然

性が生じるように仕組まれている。ワークシ

ートは教師の側の発問の焦点化であるととも

に，評価方法としても活用している。

図17のワークシートからは，生徒は自分の

考えを大きく変更していないにしても，ロー

ルプレイ・ディベートと書く活動によって，

討論後，他者の視点を得た生徒自身が，より

大きな枠組みの中で課題解決を図り，よりよ

い価値を選び取ろうとする記述を読み取るこ

とができる。このことは，共同的な学習であ

るロールプレイ・ディベートと，個における

生徒Ａ

生徒Ｂ

図17 「選手に選ばれて」ワークシート例
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学習である書く活動とがバランスよく展開さ

れた成果であると考える。

展開後段や終末部分で，いかに道徳的価値

の自覚を図るかについては検討の余地がある

としても，求められる価値への方向付けにつ

いては，うまく機能していると考える。

(ｷ) 道徳の時間の分析・考察②

秩序を乱すことに葛藤しながらも，兄の生

命を救おうとする家族愛について考えさせる

ことをねらいとしている資料「アルメニア大

地震『奇跡の生還』」を朗読し，場面や状況

を把握したあと，前回と同様な手順で展開

における指導過程が構想されている（図18）。

図18 第１学年学習指導案「アルメニア大地震『奇跡の生還』」
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前回においては，ロールプレイ・ディベー

トを進める際，司会者がどのように進めれば

よいか戸惑いが見られた。そのために，今回

はその反省を生かし，図19に見られるような

「司会者の役割」を司会役を明示した。これ

は，議論の焦点化と生徒の選好に対する理由

付けの明確化を図るものであった。

生徒は，生徒Ｃ，生徒Ｄのワークシートの

ように，主人公ジュリエッタの行動を「許せ

る」とする立場と，「許せない」とする立場

が，ほぼ半々に分かれていた。「許せる」，

また「許せない」理由としては，ジュリエッ

タ個人に寄り添う形で同情して「許せる」と

する考えと，形式的な正義感や公平感をもっ

て「許せない」とする考えであった。

生徒Ｃ 生徒Ｄ

続くロールプレイ・ディベートと書く活動

によって，ここでも他者の視点を得て生徒自

身がより大きな枠組みの中で課題解決を図ろ

うとする記述（生徒Ｅ，生徒Ｆ）を読み取る

ことができる。決して葛藤が治まっているわ

けではないが，自己と他者（周囲）の思いや

考えを斟酌し，解決の手だてはないか，より

よい道徳的価値を模索する様子を伺うことが

できた。

生徒Ｅ 生徒Ｆ
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ロールプレイ・ディベートにおける議論の

焦点化や立場の理由付けという視点から授業

が展開されたために，道徳的価値を論理的か

つ理性的な部分から導くのか，感性的かつ情

緒的な部分に訴えるのか，そこでのちがいを

どのように展開後段や終末部分で，道徳的価

値の自覚に結び付けるか等について明確に示

すことができなかった。

授業のなかでは，生徒個々の発達段階を踏

まえながら，道徳的判断力や道徳的心情等の

視点を明確にしつつ，人間としての生き方に

ついての自覚を深め，どのように統合的に道

徳的実践力を育成するかが問われている。

書く活動は，ロールプレイ・ディベートに

おいて，授業のねらいをどのように方向付け

るかといった舵取りを可能にするとともに，

動作化や役割演技などの体験活動を，活動の

みで終わらせないための役割を担っていると

考える。

★司会者

「初めに，ジュリエッタのやったことは許せない行動だという立場の人が意見を言ってく

ださい。」

(順番に指名する)

「次に，それに対してジュリエッタの行動は仕方がなかったんだ，許せるよという立場の

人は，反論し，許せない立場の人たちを理由付けして説得を試みてください。」

(順番に指名する)

(許せない立場の人へ)

「今の意見を聞いて納得しましたか。」

「許せない立場の人も，これに対して反論し，許せるという立場の人を理由付けして説得

を試みてください。」

(繰り返して，できるだけ議論の焦点を絞って(何が問題なのかを明確にして)ディベー

トを継続させてください。）

※司会者はディベートを進めながら，時折「なぜ，そう思いましたか」という問い

をはさみ，理由付けを明確にさせてください。

図19 ディベートにおける司会の役割

エ 本実践事例に係る成果と課題

(ｱ) コミュニケーション活動と道徳の時間

との関係について

今回のＢ中学校における取組は，コミュニ

ケーション活動を基盤として他者とのかかわ

りを深める道徳の時間の充実を志向したもの

であった。具体的には，道徳の時間にコミュ

ニケーション活動に係る役割演技やディベー

ト等の手だてを指導過程の中に組み入れるこ

とによって，道徳の時間そのものの活性化を

ねらった。

しかし，事例の中に提示したロールプレイ

・ディベートは，その手法のみに終始してし

まえば，道徳の時間における本来のねらいを

達成することはできない。したがって，道徳

の時間において役割演技，ディベート等の体

験活動を指導法としてどのように生かすか，

どのような点に配慮するかという点について

は，今後の大きな課題である。

Ｂ中学校の場合，今年度は研究の出発点で

あり，その意味では，書く活動に視点を当て

た研究は，道徳の時間の活性化に向けた突破
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口としての成果があったと考える。

(ｲ) コミュニケーション活動の位置付け

－クロスカリキュラムの発想－

コミュニケーション活動は，必ずしも道徳

の時間に特化されるものではない。各教科・

各領域・特別活動・総合的な学習の時間等を

含めて，コミュニケーション活動への取組が，

学校の教育活動全体を通して，段階的・発展

的に仕組まれていく方途が組み込まれていく

ならば，道徳の時間のねらいに即してコミュ

ニケーション活動の各々の手だてがより一層

活かされると考える。その視点に立つとき，

各教科・各領域・特別活動・総合的な学習の

時間等で具体的にどのような道徳性を育んで

いこうとするのか，というクロスカリキュラ

ム的な発想が，とりわけ教科担任制をとって

いる中学校では必要であると考える。

このような取組に基づいてこそ，「道徳の

時間以外における道徳教育と密接な関連を図

りながら，計画的，発展的な指導によって，

それらを補充，深化，統合」するという道徳

の時間の目標を体現していくように思われる。

Ⅴ 研究のまとめ

本研究においては，書く活動に視点を当て，

ワークシートや「心のノート」等を活用し，

道徳の時間における指導過程や指導方法の改

善・充実を目指してきた。書く活動を取り入

れることによって，次のような成果と課題が

あった。

１ 成果

・ 書く活動を指導過程において役割演技や

ディベート等の体験活動の前後に位置付け

ることによって，体験活動についてのねら

いや意図などを児童生徒自身が理解し，実

施することができた。言い換えれば，体験

活動を道徳の時間のねらいに即して進める

ことを可能にした。

・ 書く活動を取り入れることによって，

「資料を基にしたねらいとする道徳的価値

の追求」や「自己を振り返ることによる道

徳的価値の自覚」に対して，教師が指導過

程の中で中心発問を明確化することができ

た。

・ 書く活動を取り入れることによって，児

童生徒は自らの思いや考えを素直に言語化

して，再構成することができたと同時に，

それをもとに他の生徒と意欲的にコミュニ

ケーション活動に関わることができた。

・ 書く活動を取り入れることによって，教

師は児童生徒自身の考えや思いを把握して

児童生徒の道徳性を評価する際の有力な資

料とするとともに，机間指導や事後指導に

生かすことができた。

・ 書く活動を取り入れ，それを蓄積するこ

とによって，指導の時間においても，また，

その後の学習においても，児童生徒自らの

思いや考えの変容を自分自身が把握するこ

とができた。また，学級通信や教室掲示等，

他の表現媒体を用いて新たなコミュニケー

ション活動を展開することができた。

書く活動は，言うまでもなく目新しいもの

ではない。しかし，授業の中での裁量が広範

にわたることを勘案するならば，書く活動に

ついての課題もあるが，児童生徒理解に基づ

いて，道徳の時間における指導と評価を進め

ようとする場面や発達段階を踏まえて，自ら

の思いや考えを整理し，披瀝する手段を求め

る場面において書く活動を取り入れる意義は

十分あると考える。
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２ 課題

・ 書く活動は，「何をどのように書かせる

のか」ということが根本的な課題として浮

上してくる。それは，道徳の時間の指導過

程の中で，資料をどのように分析し，どの

ような切り口で発問するのかが問われてい

る。書く活動を仕組む際において，資料と

児童生徒との出会わせ方や，道徳的価値の

内面化に向けての視点を明確にしていくこ

とが求められると考える。

・ 指導過程の中で，書く活動と体験活動等

の諸活動との関連をどう図るかということ

が問われる。それは，授業のマネジメント

の問題でもあるが，書く活動とその他の諸

活動が有機的に構造化されていなければ，

書く活動の必要性を失ってしまうことにな

る。児童生徒にとっては，書く活動の必然

性があって，初めて言語化を促すことにな

る。

・ 書く活動に視点を当てて，道徳の時間に

おける指導方法の改善を進めていくとき，

書く活動を評価活動にどのように生かすか

ということが問われてくる。現段階では，

書く活動が指導にどのように生かされてい

るか，あるいは，どのような手だてが必要

だったのかなど，具体的な評価を行うまで

には至っていない。道徳教育における評価

が，教科指導とは異なる性質をもつことを

踏まえつつ，書く活動についての評価も目

安となるものが必要となる。換言すれば，

書く活動における評価基準や評価規準に当

たるものが求められてしかるべきである。

そのためには，教師自身の道徳的価値に

対する類型化の視点も視野に入れて指導す

ることが必要となる。

・ 実践研究の途上で出てきた課題であるが，

発達段階を踏まえながらも，発言すること

も書くことも，自己の思いや考えを表出す

ること自体に課題を抱えている児童生徒の

存在を見逃すことはできない。道徳の時間

だけの課題であると断言することはできな

いが，支持的な学級風土づくりとともに，

教育相談的なアプローチなどトータルな

「心の耕し」が必要である。

書く活動は，児童生徒の思いや考えを表出

するに留まるものではない。児童生徒は資料

と対峙し，仲間と対話を進めることによって，

自ら言葉や文を紡ぎ出している。それは，対

象に自我関与させることによって行われる，

自ら「物語る」行為なのである。そして，こ

の行為は児童生徒自身が所与の世界を理解し，

解釈する道程と考える。

人類の文化や歴史がそうした営みの上に築

かれてきたことを踏まえ，児童生徒の書く活

動が「物語る」行為や生徒個々の世界解釈に

結びつけられるとき，書く活動の世界は大き

な広がりと意味を獲得することになると考え

る。

書く活動は，ポートフォリオといわれる蓄

積とともに，日記や自分史等へと展開する契

機を含むことになる。そうした展望を持つこ

とによって，書く活動の捉えや意味も一層深

まることになる。

今回の研究の成果と課題を踏まえ，今後も

子どもたちの豊かな心をはぐくむために，道

徳の時間の指導における書く活動に着目し，

道徳の時間の指導について改善・充実の方策

を探っていきたい。
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